
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま

っ
た
時
に
発
令
し
ま
す
。

③
避
難
指
示

　
避
難
勧
告
よ
り
も
強
く
避
難
を

求
め
る
も
の
で
す
。
被
害
の
発
生

す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
ま
っ
た

時
に
発
令
し
ま
す
。
避
難
す
る
時

間
が
な
い
と
き
は
屋
内
に
留
ま
り

生
命
を
守
る
行
動
を
取
り
ま
し
ょ

う
。

※
必
ず
し
も
上
か
ら
順
番
に
出
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
態
の

切
迫
度
に
よ
り
避
難
勧
告
や
避
難

指
示
を
発
令
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

雨
量
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
土
砂
災
害
は
、
雨
が
原
因
と
な

っ
て
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

１
時
間
に
20
ミ
リ
以
上
の
強
い
雨

が
降
っ
た
り
、
降
り
始
め
て
か
ら

の
雨
量
が
１
０
０
ミ
リ
を
超
え
る

と
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な

で
き
る
だ
け
地
域
を
限
定
し
て
段

階
的
に
避
難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。

　
避
難
情
報
の
連
絡
は
、区
長
さ
ん

な
ど
へ
の
電
話
連
絡
や
ふ
れ
あ
い

メ
ー
ル
、防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
を
使

っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、安
全

な
場
所
へ
の
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
真
夜
中
に
大
型
台
風
の

通
過
が
予
想
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、

昼
間
の
う
ち
に
発
令
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

３
段
階
の
避
難
情
報

　
市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
に
は

「
避
難
準
備
情
報
」、「
避
難
勧
告
」、

「
避
難
指
示
」が
あ
り
ま
す
。

①
避
難
準
備
情
報

　
避
難
に
時
間
の
か
か
る
人
に
、

早
目
の
段
階
で
避
難
行
動
を
開
始

し
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

②
避
難
勧
告             
　

　
災
害
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
、

　
近
年
、
全
国
各
地
で
大
雨
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
季
節
は
天
候
が
急
変
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
突
然

の
大
雨
に
よ
る
川
の
増
水
や
土
砂

災
害
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情

報
に
注
意
す
る
ほ
か
、
自
宅
周
辺

の
山
や
川
の
異
変
な
ど
、
危
険
と

感
じ
た
場
合
に
は
、
お
近
く
の
公

民
館
な
ど
安
全
な
場
所
へ
早
目
の

避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。
避
難
場

所
に
つ
い
て
は
、
下
表
「
避
難
場

所
」
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

避
難
情
報
に
御
注
意
を

　
市
で
は
、
気
象
情
報
な
ど
に
基

づ
き
、
土
砂
災
害
や
川
の
は
ん
濫

な
ど
の
お
そ
れ
が
迫
っ
た
場
合
に
、

施設 場所
昭和公民館 美原町３‐６
南公民館 新宿三丁目９‐52
東公民館 東五丁目６‐８
西公民館 永楽町２‐16
北公民館 東久方町三丁目３‐26
境野公民館 境野町二丁目612‐４
桜木公民館 広沢町二丁目3334‐１
広沢公民館 広沢町四丁目1970‐172
梅田公民館 梅田町二丁目11‐１
相生公民館 相生町二丁目620‐14
みやま園 川内町五丁目1199
菱公民館 菱町二丁目1349‐１
桜木西公民館 相生町一丁目451‐１
新里支所 新里町武井693‐１
黒保根支所 黒保根町水沼182‐３

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
洪
水
は
大
雨
よ
り
も
少
し
遅
れ

て
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
崖
崩
れ

な
ど
は
雨
が
や
ん
だ
後
に
起
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
雨
の

後
は
何
日
か
注
意
が
必
要
で
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う

　
万
が
一
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
食
料
品
や
日
用

品
が
品
薄
状
態
や
売
り
切
れ
状
態

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
備
え
る
た
め
、

日
頃
か
ら
、
非
常
用
の
食
料
を
最

低
で
も
３
日
分
、
で
き
れ
ば
１
週

間
分
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
防
災
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
で
御
確
認
く
だ
さ
い
。

防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
３
階
の
安

全
安
心
課
及
び
新
里
・
黒
保
根
支

食料
食品（缶詰、レトルト食品、ドラ
イフーズなど）、飲料水（１人当
たり1日3リットル）など

生活
必需品

ティッシュペーパー、トイレッ
トペーパー、生理用品、おむつ、
簡易トイレなど

医薬品
傷薬、ばんそうこう、解熱剤、常
備薬など

衣類関係 衣類、寝袋、毛布、タオルなど

準備して
おくと便
利なもの

ラジオ（予備の電池）、懐中電灯
（予備の電池）、卓上コンロ、燃
料（固形燃料、予備のガスボンベ
など）、マッチ、ライター、缶切
り、ナイフ、食器、はし、マスク、
ウェットティッシュなど

非常用に備える主な備蓄品

※これらの避難場所は、公共施設を利用し
て開設するものであり、必ずしも、そこへ
避難しなければならないものではありませ
ん。御自宅から近くで、より安全な場所や、
地域で定める避難場所などへ早目の避難を
心掛けましょう。

避難情報発令前でも
自主的に避難できる「避難場所」

所
に
有
り
ま
す
。

普
段
の
暮
ら
し
で

食
の
備
え
を

　
家
庭
の
備
蓄
は
「
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
」
が
お
勧
め
で
す
。

　
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は
、

備
蓄
し
て
い
る
食
料
を
普
段
の
食

事
で
使
い
な
が
ら
、
消
費
し
た
分

を
買
い
足
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
備
え
る
方
法
で
す
。

　
こ
の
方
法
な
ら
普
段
か
ら
食
べ

て
い
る
も
の
が
災
害
時
に
食
卓
に

並
び
、
安
心
し
て
食
事
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
賞
味
期
限
切
れ
を
未
然
に
防
ぎ

な
が
ら
、
日
常
の
中
で
食
を
通
じ

て
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心
課

防
災
係
（
☎
内
線
４
６
２
）
へ
。

大雨による災害から身を守るために
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４
月
、
熊
本
・
大
分
両
県
を

襲
っ
た
地
震
で
は
大
き
な
被
害

が
起
き
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
は
、心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
震
発
生
後
、我
々
に
何
か

で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
か
、直

ち
に
被
災
地
へ
必
要
な
も
の
を

確
認
し
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲

料
水
を
提
供
し
た
ほ
か
、被
災

し
た
建
築
物
を
調
査
す
る
職
員

や
医
療
救
護
班
を
派
遣
し
ま
し

た
。
引
き
続
い
て
人
的
支
援
の

た
め
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
災
害
は
、い
つ
ど
こ
で
起
こ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か

ら
の
備
え
が
と
て
も
大
切
で
す
。

万
一
に
備
え
て
、皆
さ
ん
の
御

家
庭
で
も
飲
料
水
や
食
料
な
ど

の
備
蓄
の
ほ
か
、避
難
場
所
の

確
認
や
家
族
と
の
連
絡
方
法
な

ど
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
防
災
に
つ
い
て
考
え
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

審
査
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

各
事
業
と
も
受
付
順
に
審
査
の
上
、

実
施
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

無
料
木
造
住
宅
耐
震
診
断

募
集
戸
数
＝
10
戸
程
度
で
予
算
の

範
囲
内

費
用
＝
診
断
は
無
料
で
す
が
、
診

断
技
術
者
の
交
通
費
と
し
て

１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

資
料
（
建
築
確
認
通
知
書
及
び
案

内
図
・
平
面
図
）
が
無
い
人
は
、

図
面
作
成
料
と
し
て
、
９
０
０
０

円
の
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

耐
震
不
足
の
住
宅
に
対
す
る
改
修

費
な
ど
の
補
助

対
象
住
宅
＝
前
記
の
対
象
住
宅
で
、

住
宅（
併
用
住
宅
は
住
宅
部
分
の

床
面
積
が
2
分
の
1
以
上
の
も
の
）

対
象
者
＝
対
象
住
宅
に
居
住
す
る

住
宅
の
所
有
者
で
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
人

申
し
込
み
＝
必
要
書
類
を
事
前
に

確
認
し
、
６
月
20
日
（
月
）
か
ら

市
役
所
４
階
の
建
築
指
導
課
建
築

　
市
で
は
、
新
耐
震
基
準
以
前
の

木
造
住
宅
耐
震
化
の
た
め
に
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
そ
の

結
果
に
応
じ
て
改
修
費
な
ど
の
補

助
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
住
宅
＝
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
着
工
の
在
来
軸
組
み
工
法
で

建
築
し
た
地
上
2
階
建
て
以
下
の

耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評

点
が
１
・
０
未
満
の
住
宅

募
集
戸
数
＝
2
戸
程
度
で
、
予
算

の
範
囲
内

補
助
内
容
（
木
造
住
宅
耐
震
補
強

工
事
補
助
）
＝
上
部
構
造
評
点

１
・
０
以
上
に
な
る
た
め
の
耐
震

補
強
工
事
及
び
工
事
監
理
に
要
す

る
費
用
の
２
分
の
１
以
内
で
限
度

額
は
１
０
０
万
円
　

※
今
年
度
は
、
簡
易
耐
震
改
修
工

事
補
助
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
設

置
工
事
補
助
の
実
施
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、建
築
指
導
課

建
築
審
査
係（
☎
内
線
６
７
３
）へ
。

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

進
め
ま
し
ょ
う

ま
ず
は
無
料
耐
震
診
断
か
ら

　春から夏にかけて光化学オキシダント注意報が発令
される可能性があります。光化学オキシダントは、自
動車の排気ガスなどと太陽光に含まれる紫外線が化学
反応して発生する物質で、濃度が高くなると目や喉が
痛くなることがあります。
　注意報が発令された場合は、桐生ふれあいメールで
発令状況を送信しますので、桐生ふれあいメール（防
災・防犯情報）の登録をお願いします。
発令時の注意点
・屋外での活動は十分注意してください。
・目、喉などに刺激を感じた時は、洗眼やうがいなどを
してください。
・症状が回復しないときは、医療機関で手当てを受け
てください。
　問い合わせは、環境課環境保全係（☎内線320）へ。

光化学オキシダント注意報
発令時には御注意を

　電子メールで、防災・防犯などの情報を配信してい
ます。携帯電話からの登録方法は次のとおりです。登
録料は無料ですが、通信料は利用者負担となります。
登録方法＝右上の二次元バーコードを読み込み、
https://service.sugumail.com/kiryu/にアクセスし、
画面の指示に従い、登録してください。光化学オキシ
ダント注意報は、防災・防犯情報の配信カテゴリーに
含まれています。
　問い合わせは、情報政策課情報発信係（☎内線507）
又は情報管理課情報システム係（☎内線635）へ。

ふれあいメールの登録方法
（携帯電話からの登録）

配
信
カ
テ
ゴ
リ
ー

防災・防犯情報（防災・防犯・大気汚染・感染症発生・
有害鳥獣出没・高齢者等緊急情報など）
火災情報
ふれあい情報（市民活動・道路河川・ライフライン・
子育て支援センター・医療・観光情報など）

二次元
バーコード

3 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111


